






















うである(写 真参照)。しか し,こ こにはあ





























訳 『英国の未来像 一 建築 に関す る考 察』











①場所(ゲ ニウス ・ロキの重視)② 建築の
ヒエラルキー(建物 らしさとその格調)③ ス
ケール(関 係 としてのほどよい大 きさ)④調
和(景 観の連続性の確保)⑤ エンクロージャ
ー(囲 まれた子供たちの空間)⑥ 材料(地 域
の素材の重視)⑦ 装飾(役 割 とその活用)⑨
芸術(建 築家と芸術家の共同)⑩ 看板 と照明
以上の項 目を検討すると独立した項目とは






















建築 の個人教授がいたこ とに触れなが ら,




たジョージ3世 やブライ トンのロイヤル ・パ
ビリオンを拡張したジョージ4世,応 用芸術
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の意義 を説 いたアルバー ト公な ど。 そして
「私 は長年,17世紀のプ リンス ・オブ ・ウェ
ールズ,ヘンリー皇太子に魅力を感 じて きた。
彼はチャールズ1世 の兄で芸術 と建築の偉大
なパ トロンであった。」 といった下 りな ど,
彼が何を目指 そうとしているのか物語 ってい
るように思われる。
さて,や や遠回 りになったが,話 題をもう
一度新しい雑誌に戻す と,現在入手で きてい





















彼の関与 と影響が窺 える。 また,チ ャールズ
皇太子自身もこの雑誌への期待 を込めた論考
を創刊号 に寄せている。「建築 は決 してひ と
り専門家のためだけのものではない。それは









しい作品はほとん ど見 られず,む しろ論説を
































ことを示 している。差 し迫 った開発計画や景
観 を一変させるような建築計画が多数報告さ
れ,そ の危機感の程が窺える。 しか し,日本
でもそうであるが,計 画段階で一般の人々に
環境が どのように変化するのか理解 させるこ











眼差 しはナシ ョナル ・トラス トやシビック ・



















待 しているといって も,悪 くすると創造的な
活動が阻害 され,保 守的な領域 に止まってし
まうことは往々にしてみられ る現象であるか
らである。いかにして新 しいプロジェク トを




のようにするのかな ど。 「橋渡 し」 というこ








割 を獲得 してい くのか これからの課題であろ
う。その意味ではこの雑誌のブレーンには放
送関係者が多 く参加 してお り一 というより
多すぎるようにさえ思われるが 一 社会的関
心 をひ くには好都合であろう。但 しいつ まで
もセンセーショナルにチャールズ皇太子 を担
ぎだすようでは困るのだが。
近年,イ ギ リスはJ.スター リングという
花形 を失ったが,そ の後 も世界の現代建築 を







心な日本で も,同 じように皇室で も担ぎだ し
てこうした雑誌 を創刊する必要があるのか も
しれない。
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